予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費
	事業名: 地域連携講座事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　情報科学芸術大学院大学　教務係　
電話番号：0584-75-6600（内104）

　　　　　　　　　　　E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：805千円（前年度予算額：805千円　）
	要求内容


	１　要求の内容


　IAMASの人材や研究環境整備を活用し、地域の産業界へ知的成果を還元することにより、「県内企業の情報化」を支援し、県立教育機関としての社会的使命を果たす。

　・地域連携講座　社内ネットワークの整備のための技術取得

　・岐阜高専連携講座　地元中小企業向けものづくりの方向性のヒントを探る
　・ｆ．Labo公開ワークショップ　３D切削機やレーザー加工機を利用して様々なプロ
ダクト、サービス、プロセスを試行・探求　
	２　所要経費


　事業費　805千円

　　報償費　　  44千円・・・外部講師への謝礼

　　費用弁償　   8千円・・・外部講師の費用弁償
　　業務旅費　 133千円・・・業務旅費

消耗品費　 500千円・・・ネットワーク機材等
　　　光熱水費　 120千円・・・光熱水費
	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	805
	0
	0
	805
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	805
	0
	0
	805
	0
	0
	0
	0
	0

	２月1日時点
査定額
	805
	0
	0
	805
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）
	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　IAMASの人材や研究環境整備を活用し、地域の産業界へ知的成果を還元することに
より、「県内企業の情報化」を支援し、県立教育機関としての社会的使命を果たす。
　 


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	延べ参加者数
（年度）
	162
（H20）
	140
（H21）
	280
（H22 ）
	144
（H23）
	350
（H25 ）
	41.1％

	
	
	
	
	
	
	


　○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）
	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
・地域連携講座　社内ネットワークの整備のための技術取得
　　前期「仮想環境でﾈｯﾄﾜｰｸの設定や管理の基礎を学ぶ」全10回：受講者7名
　　後期「プライベートクラウド環境構築勉強会」全8回：受講者1名
　・新OS環境勉強会　全10回：受講者10名
　・Windows8セミナーの開催：講演「フューチャービジョン～2020年の世界～」


（平成24年度の成果）
	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
受講者及び派遣元企業から好評で、製造業等の情報化に貢献している。
新OS環境勉強会では無料で開催したことから、募集後すぐに定員に達するほど
人気があった。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）
	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○

	・IT産業、製造業などの県内企業のネットワーク研修を、安価な経費で、かつ最新情報に触れることができるため、本事業の必要性が高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
△

	・無料の講座には人気はあるが、有料の地域連携講座の受講者が年々減少傾向にある。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
○

	・講師は本学の教員が対応しており、安価な経費で講座を提供している。


（今後の課題）
	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　有料の地域連携講座の受講者が年々減少傾向にあり、新たな講座内容と募集対象を
拡充するなどの変更が必要となる。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　新たな展開として、ものづくりの愛好家に関心の高い３D切削機やレーザーカッターなどを利用した各種のプロダクト等のワークショップを開催する。



